
新しい春へ

　 　 　  始動！

お迎えの歌をう たう 年長児
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●議員の仕事が見えないので、議員報告や議会報告を

　年４回義務付けしては。

●議員の仕事のみで生活ができるように、議員報酬を

　上げるべきだ。

●議会定例会の一般質問に深まりがない。数字を聞く

　ことに終始している、調べたらわかるようなことば

　かり、議論のやり取りが甘い、もっと提案すべき。

●高校生の支援について、議会で議論して提案してほ

　しい。

●議会から町に対して、地元住民と観光協会とのコ

　ミュニケーションを深めるよう働きかけてほしい。

●「議会だより」は、以前と比べて読みやすくなった。

●地区内の維持管理（道や水路の普請、草刈り等）を

　地区だけで行うのは限界なのでは。

●地域住民による芦田川清掃活動の継続は難しい。町

　が直接管理するか県に要望することはできないか。

●町の公式ホームページは探している情報にアクセス

　しにくいので、改善してほしい。（例：体育館の予約

　状況、観光ガイドなど）

●交通の便が悪く、土日は町外の友人と遊べない。蓼

　科地区は生活でも観光でも、移動手段を確保する必

　要がある。バスやデマンドタクシーなど、公共交通

　を充実してほしい。

●地域おこし協力隊員のサポート体制を充実させる必

　要がある。隊員からの提案を受け入れたほうが良い

　のでは。

●屋根が崩れているような空き家が放置されている。

　町による対策が必要ではないか。

●「権現の湯」は毎年赤字を積み上げている。民間へ

　譲渡してはどうか。

●蓼科区（観光地）の災害時の停電対策を防災計画に

　しっかりと盛り込んでほしい。

●高原エリアと里エリアの住民は相互に交流をした方

　が良い。４〜10月頃が良いのでは。

●学校の給食が美味しいので、高齢者向けに給食弁当

　を販売したらどうか。

●町内で駆除される鹿の頭数は多い。食材などに利用

　するため、町で解体施設を作れないか。空き家を活

　用することもできるのでは。

●山林、町有林を含め、蓼科山を今後どうしていくの

　か不安。方向性を示してほしい。

●今後の観光の未来も含め、観光事業者の実態調査を

　してほしい。

●立科町の水は軟水で美味しい。農作物もその水で育

　つ。もっと「水」をＰＲすれば良い。

●中学校の部活動の地域移行に伴い、部活動指導者を

　育成することも大切だ。

●中央公民館の建て替えでは、音楽ホールや学習室を

　作ってほしい。図書館も広く。

●小・中学生にも中央公民館（図書室）建て替えにつ

　いて意見を聞くべきではないか。

議会と語る会

令和８ 年2月10日・ 14日　 老人福祉セン タ ー集会室

令和８ 年３ 月17日　 女神湖体育館会議室

参加者の皆様から いただいたご意見・ ご要望の一部を 掲載し ます。

議会活動に
　 　 　   活かします !

議会へ

町づく り

産業・ 観光

教育・ 文化
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蓼科の

　   の歴史と 未来

２ 月25日、 議会改革特別委員会において、 上記表題の研修会を 開き まし た。

講 師

六川 利一 氏（ 土地改良区理事長）

　 立科小学校の副読本にも なっ ている資料などを紹介し な

がら 、 宇山堰（ せぎ= 用水） 、 塩沢堰、 八丁地堰の成り 立

ち・ 歴史について、 詳し く 講演し ていただきまし た。

　 現在の町の発展の礎が、 江戸時代の小諸藩（ 1 6 3 7 ～

16 6 0 年代） の統治時代にあり 、 ご先祖たちが蓼科山の水

源を 探し 当て、 長門の方に流れていた水を 大変な苦労を し

て里まで引いて水田開発ができ たこ と 、 立科だけでなく 、

八重原などにも 分水し 、 大地を潤し たこ と を具体的な歴史

資料を駆使し てお話し さ れまし た。

　 塩沢堰などの用水路は現在、 改修時期を 迎えており 、 予

算が組まれています。「 命の水」 である 用水管理の重要性

を改めて確認でき た研修会でし た。

1/15　 北佐久郡議会議員研修会     御代田町・ 軽井沢町・ 立科町

1/21　 佐久市・ 軽井沢町・ 御代田町・ 立科町 議会合同研修会

1/27　 上田地域市町村議会議員研修会　 東御市･上田市･坂城町･長和町･立科町･青木村･嬬恋村

2/6　 長和町議会・ 立科町議会 合同議員研修会

研修会ラ ッ シュ ! !議会力向上へ

　 立場や地域は違っ ても 、 共通する課題も 多く 、 改めて「 対話」 の大切さ を実感。

　 今回の研修で得た気づき や学びを、 立科町議会にし っ かり 持ち帰り 、 今後の活動に活かし ていきます。

「 質問力を高める」 をテーマに、 議会質問の重要性と 議会力向上について研修し まし た。

グループ討議を通じ て、 各自治体の取り 組みや課題について意見交換を行いまし た。

議員間討議と チーム議会のあり 方について学びまし た。

空き 物件を活用し たまちづく り と 、 小諸市で出店が増えている背景について学びまし た。
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令和8年 第1回定例会
令和8年第1回定例会を3月3日から3月18日までの16日間の会期で開き、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      条例や予算などについて審議を行った。

令和8年第1回定例会を3月3日から3月18日までの16日間の会期で開き、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      条例や予算などについて審議を行った。

◇条例の制定（ ２ 件）

立科町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例制定

立科町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例制定

蓼科・ 中尾辺地に係る公共的施設の総合的な整備に関する財政上の計画の策定

立科町過疎地域持続的発展計画の策定

工事請負変更契約の締結（ ２ 件）

人権擁護委員の推薦につき意見を求めるこ と （ ２ 件）

立科町固定資産評価審査委員会委員選任について同意を求める件

イ ラ ン攻撃の即時中止をを求める意見書案

専決処分事項の報告（ 損害賠償額の決定）

◇条例の一部改正（ 14件）

◇令和７ 年度補正予算（ ８ 件）

◇その他（ ４ 件）

◇議員提出（ １ 件）

◇報告（ １ 件）

立科町特定教育・ 保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定

立科町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定

立科町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく 個人番号の利用に関
する条例の一部を改正する条例制定

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例制定

職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部を改正する条例制定

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定

一般職の職員の旅費に関する条例等の一部を改正する条例制定

介護保険特別会計予算、 白樺高原下水道事業特別会計予算、 水道事業会計予算及び下水道事業会計予算

国民健康保険特別会計予算、 後期高齢者医療特別会計予算及び索道事業特別会計予算

立科町長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の一部を改正する条例制定

立科町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例制定

立科町手数料徴収条例の一部を改正する条例制定

立科町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例制定

立科町公民館設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例制定

立科町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定

立科町温泉施設設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例制定
（ 使用料の上限金額方式及び指定管理者制度にでき るための所要の改正）

一般会計補正予算（ 第11号）、 国民健康保険特別会計補正予算（ 第３ 号）、 後期高齢者医療特別会計補正予算
（ 第３ 号）、 介護保険特別会計補正予算（ 第３ 号）、 索道事業特別会計補正予算（ 第４ 号）、 白樺高原下水道事
業特別会計補正予算（ 第１ 号）、 水道事業会計補正予算（ 第２ 号） 及び下水道事業会計補正予算（ 第２ 号）

一般会計予算（ 修正案）
中央公民館等施設整備基本計画策定等支援業務委託料484万円及び同施設整備基本設計等業務委託料5,522万円を削除し 、
こ れら 事業費に充当するための公共施設等整備基金繰入金6,000万円を削除するも の。 （ 予備費を6万円増額）

一般会計予算（ 修正案を除く 原案）

◇令和８ 年度当初予算（ ８ 件）

【結果の表示】 ◎全会一致で可決・決定 ○賛成多数で可決など ✕否決（P７の賛否一覧参照）

◇人事（ ３ 件）
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◇討論

立科町温泉施設設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例制定

★反対　 今井 清

　 こ の議案は権現の湯使用料金を １ 回券大人500

円を 900円に、 子ど も 200円を 400円、 11回券大

人5 ,0 0 0 円を 9 ,0 0 0 円、 子ど も 2 ,0 0 0 円を 4 ,0 0 0

円、 5 0 回券大人1 7 ,0 0 0 円を 3 1 ,0 0 0 円、 子ど も

7,750円を 14,000円など 大幅な上限金額の改正で

ある 。 近隣施設では値上げし たこ と によ り 来館者

が減少し ている 。

　 権現の湯は本来町民の憩いの場と し て建設さ れ

た。 値上げは、 こ の物価高の中入館者数の減少に

つながる 。 今ほと んど 利用さ れていない町職員の

利用を 理事者自ら 呼びかける と と も に町民優待制

度を 充実さ せ、 利用者を 増やし てから 料金改正を

する べき 。

　 ス キ ー場整備に3 5 億円かけて 権現の湯料金を

値上げする こ と は納得でき ない。

★反対　 芝間 教男

　 公営施設と し てお客さ んを 増やす努力を する こ

と 、 でき る こ と はある のにそれを せずに、 福祉を

切り 捨て、 営業収益だけに走る のは立科町温泉施

設設置及び管理に関する 条例第２ 条に違反する 。

町は年度ご と 議決を 得て決算認定を 行う も の。 議

会議決無く し て値上げでき る こ の条例は行政にお

いては常識ではない。 　 入館料は上限を 定め、 実務では600円ま での値

上げの予定。 こ れは赤字の軽減を 目指すも のであ

る 事が明ら かであ る 。 平成26 ～2 8 年のデータ で

推測する と 、 周辺市町の温泉施設よ り も 入館料が

安かっ たにも 拘ら ず来館者が減少し 続けていた事

から 、 周辺施設よ り 安い事で来館者数が確保さ れ

ている と は言えない。 開設以降減少を 続けた来館

者数は、 ス タ ッ フ の皆さ んの多大なる ご苦労の積

み重ねのおかげで、 漸く 平成2 6、 2 7年の水準ま

で回復し よ う と し ている ので、 問題ない。 指定管

理が出来る よ う にする 条文の追加は、 運営の赤字

額が4,000万円を 超えている 事に対し 、 権現の湯

を 存続さ せる ための準備であり 、 閉館さ せない未

来を 見据えた条例改正である と し て、 賛成する 。

★賛成　 森澤　 文王

★反対　 小野沢 常裕

　 こ の議案は、 今年６ 月１ 日から 利用料金を 600

円に値上げ出来る よ う に改定する も のである 。

　 町民の利用が３ 割と 少ないと の指摘も ある が、

立科町民も 近隣温泉に世話になっ ている ので、 お

互い様であ る 。 立科温泉は立科町を PR する ため

の、 数少ない大切な施設である 。 赤字の4,000万

円が大き いか小さ いか、 人それぞれ評価は違う

が、 十分にその役割を 果たし ている ので、 決し て

税金の無駄遣いではない。 ま た、 立科温泉の利用

者層は一般大衆であり 、 物価が値上がり し て生活

が苦し く なっ ている 今は、 料金値上げの時期では

ない。

★賛成　 村松 浩喜

 こ の条例改正の主な内容は、 使用料の変更と 、

指定管理者に業務を 行わせる こ と ができ る と いう

条項を 追加する も のだ。 大人１ 回券は900円以内

と する など 、 使用料の上限額を 定めた。 今回は大

人１ 回券の場合、 500円から 600円への値上げを

予定し ている 。 権現の湯の令和6年度ま での直近

５ 年間の赤字額は、 １ 年あたり およ そ4,480万円

で、 ７ 年度も 約4,400万円の赤字と なる 見込み。

収入を 得ら れる 施設であり ながら 、 こ の赤字額は

異常である 。 他の施策にかける 予算にマイ ナス の

影響を 及ぼす赤字額を 減ら すため、 使用料の値上

げはやむを 得ない。

 指定管理については、 すぐ に導入する わけでは

なく 、 現時点では条例を 整えておく のみ。 財政健

全化を 図る ための手段の一つである 。 上田市、 茅

野市、 小諸市、 佐久市、 東御市、 長和町におい

て、 市町が直接運営し ている 日帰り 入浴施設は無

い。 町内唯一の公設入浴施設である 権現の湯を 閉

鎖せず営業を 継続する ために、 経営改善は必要で

ある 。
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◇討論

蓼科・ 中尾辺地に係る公共的施設の総合的な整備に関する財政上の計画の策定

★反対　 今井 清

★反対　 村田 桂子

　 今回の辺地計画は、 新たに女神湖周辺整備事業

を 追加。 女神湖周辺に新たに遊歩道を 設け、 ５ 年

間で５ 億５ 千万円、 令和８ 年度では１ 億円が予算

化。

　 現在女神湖を 周回する 町道と 並走する 形で歩道

が設け ら れて いる が、 観光客やラ ン ナーが増え

て、 接触する 事故の危険を 回避し たいと し て、 現

在の歩道はラ ン ナーに明け渡し 、 新たに歩行者専

用の歩道を 整備し たいと し て提案さ れた。 私の反

　 今回女神湖周辺整備事業に新たに遊歩道の新設

１ 億円（ 令和８ 年度予算） が追加さ れた。 女神湖

畔の遊歩道が夏の間にマラ ソ ン ラ ン ナーと 歩行者

が混在し ていてト ラ ブルが多いため今ある 歩道の

内側に湖面も 利用し て新たに幅１ メ ート ル弱で距

離約700m の歩行者用の遊歩道を新設する 内容。

　 その問題解消のためにク ロ ス カン ト リ ーコ ース

を 多額の費用を かけて建設し た。 女神湖畔周遊の

歩道は静かな雰囲気の中、 気軽に散歩を 楽し むた

めの歩道である 。 ラ ン ナーは多目的運動場、 県道

の歩道、 ク ロ ス カント リ ーコ ース に誘導する べき 。

　 今後の維持管理上から も 完成ま でに５ 億円以上

かかる 遊歩道を 新設する べき ではない。

令和８ 年度立科町一般会計予算　 　 修正案が可決

　 女神湖周囲は、 町外から の利用者を 呼び、 地域

に消費と 活力を も たら す「 外貨を 稼ぐ エリ ア」 で

ある 。 ラ ン ナーと 歩行者の安全で快適な環境が確

保さ れ、 更なる 利用促進、 滞在時間の延長や地域

経済への波及効果を 期待する 。 こ のタ イ ミ ン グで

整備を 進める こ と は、 新たな観光ス ポッ ト にも な

り 、 立科町の魅力を高める 大き な期待でも ある 。

　 こ れま で行っ てき たク ロ ス カ ン ト リ ーコ ース の

上に、 さ ら に現在の利用実態に即し た対応を 重ね

ていく こ と こ そ、 責任ある 行政の姿である 。 課題

を 先送り せず、 確実に手を 打つこ と 、 戦略的な計

画と 受け止め賛成する 。

★賛成　 榎本 真弓

　 こ の修正案は、 原案の中央公民館等施設整備基

本設計等の予算、 約6,000万円を 削除し てゼロ に

する も のである 。 原案では５ 年後に複合施設を 完

成さ せる こ と になっ ている ので、 こ の予算案を 見

たと き 、 両角町長はも う 一度町長選に出る のか、

と 思っ た。 し かし 、 先日の一般質問で同僚議員の

「 ３ 期目も 続投すべき では」 と いう 質問に対し 、

町長は「 与えら れた任期を 最後ま で責任を も っ て

行う のみ」 と 答弁し 、 その先のこ と には触れなか

っ た。 こ のま ま だと 、 来年度が大き な事業の入口

になる 。 入口ができ た後に統一地方選挙がある の

で、 その先はど う なる か分から ない。 今年はま だ

大型事業のス タ ート の年ではないので、 6,000万

円の予算を 削除する 修正案に賛成である 。

★修正案に賛成　 小野沢 常裕

　 中央公民館改修について、 町の長期的なシミ ュ

レ ーショ ン のあり 方に問題がある と 考える 。

　 築4 8 年を 過ぎ た小学校の更新を ど う 考え る の

かについて、 中央公民館改修を 検討し た財政のシ

ミ ュ レ ーショ ン には小学校に関する 数値はなかっ

た。 令和元年から の基金の積み立て状況から の推

測と 中央公民館改修計画の核を な す施設が、 築

4 2 年の老人福祉セン タ ーを 改修し て 使う と あ る

にも 拘ら ず、 築4 8 年の小学校には無策と いう 事

になる 。 よ っ て、 町の長期的な公共施設及び財政

のシミ ュ レ ーショ ン に大き な問題がある と し て、

こ の事業を 止めなければなら ないと 判断し た。 予

算の削除修正に賛成する 。

★修正案に賛成　 森澤 文王

　 議会と し て、 町の将来の施設整備を ど のよ う に

考えている のか、 特に中央公民館等施設整備に係

る 事業に対し ど のよ う に考えている のか、 その責

任が問われている 。

　 予算を 削除し ても 町の課題は解決し ない。 議会

は緊急に議論を行う べき である 。

★原案に賛成　 榎本 真弓

対の理由は①女神湖の歩道は観光客など 歩行者の

専用にすべき である と 考える から 。 ②かつて、 同

じ 理由から 第二牧場にク ロ ス カン ト リ ーコ ース が

巨費を 投じ て整備さ れ高い維持費を かけてよ う や

く 供用さ れている 。 ③「 遊歩道は歩行者専用」 の

掲示や合宿所への啓発を ど れほど し ている のか。

④山の 観光事業に はすで に 、 索道事業で 3 5 億

円、 遊歩道設置含め4 0 億円。 一方、 温泉利用料

の値上げを 企図。 里と 山のバラ ン ス が大事ではな

いか。



◇討論

イ ラ ン攻撃の即時中止を求める意見書案

★反対　 森澤 文王

　 「 戦争反対・ 暴力反対」 で判断する のは日本人

ら し さ だが、 情報の精査が難し く 、 事情も わから

ない中では、 「 他所様の事には口を 出さ ない」 と

いう 日本人ら し さ も 必要ではないか。 戦争は、 終

わっ て みな いと わから な い事が多いと 考え て い

る 。 ど の様な経緯か。 何を 目的と し たのか。 そし

て、 何が起き たか。 勝敗が決し た後、 ど の様に外

交が変わる のか。 日本はど う 立ち回る のが良いの

か。 他国の事なら なおさ ら 冷静にと ら えなければ

なら ないと 考えている 。 こ の様な案件の意見書を

立科町の名前を 付けて提出する こ と には、 賛同で

き ない。 よ って、 本意見書の提出に反対する 。

★反対　 秦野 仁美

　 中東情勢の緊迫化と 人命が失われている 現状に

は強い憂慮を 抱き 、 平和的解決を 願う 思いは共有

する も のである 。 し かし 、 外交・ 安全保障は国の

専権事項であり 、 複雑な国際関係を 踏ま えた総合

的判断が不可欠である 。 地方議会が一方的な評価

を示す事には慎重である べき と 考える 。 本来、 町

　 ト ラ ン プ大統領は前回のベネズエラ に続き 、 今

回も ま た イ ラ ン に対し て 、 イ ン タ ーホ ン も 押さ

ず、 声掛けも せずに、 いき なり 他人の家の玄関を

開けて上がっ ていき 、 室内を 破壊し 、 家人に暴力

を 振る っ ている 。 こ んなこ と が、 今のこ の世の中

で許さ れる こ と なのか。 ロ シアによ る ウ ク ラ イ ナ

侵攻についても 同じ である 。 相手が自分の言いな

り になら ないから と いっ て、 力で押さ えつける 行

為は、 大人のする こ と ではない。 私たちは、 地方

議員だが意見書を 出せる 立場にいる 。 「 こ のよ う

な暴力はだめだ」 と いう 意思表示を 全員賛成で行

いたい。

★賛成　 小野沢 常裕
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賛　 否　 一　 覧

立科町温泉施設設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例制定

蓼科・ 中尾辺地に係る公共的施設の総合的な整

備に関する財政上の計画の策定

議案第14号

議案等番号

議案第19号

令和８ 年度立科町一般会計予算(修正案）
議案第29号

令和８ 年度立科町一般会計予算(修正案を除く 原案）

令和８ 年度立科町国民健康保険特別会計予算

令和８ 年度立科町後期高齢者医療特別会計予算

令和８ 年度立科町索道事業特別会計予算

イ ラ ン攻撃の即時中止を求める意見書案

議案第30号

議案第31号

議案第33号

発議第１ 号

※「 ○」は賛成　  「 ■」は反対　  議長の今井英昭議員は採決に加わりません。

※これ以外の案件等は、全会一致でし た。

否決

可決

議案等の件名

議　 員　 名
今

井

英

昭

村

松

浩

喜

今

井

　

清

榎

本

真

弓

村

田

桂

子

森

澤

文

王

中

村

茂

弘

芝

間

教

男

今

井

健

児

小
野
沢
常
裕

宮

坂

幸

夫

秦

野

仁

美

議決結果

可決

可決

可決

可決

可決

否決

議会は町民生活に直結する 課題に取り 組む責務を

負っ ている 。 原油価格高騰など への対応こ そ、 具

体的かつ現実的に求めら れる 役割である 。 提出者

の趣旨には理解を 示すが、手法に賛同でき ない為、

本意見書には反対する 。



予 算 特 別 委 員 会

中
央
公
民
館
等
周

辺
施
設
整
備
事
業

（
基
本
計
画
策
定
支
援

委
託
業
務
、
基
本
設

計
委
託
業
務
等
）

予
算
額
６
０
０
６
万
円

女
神
湖
畔
遊
歩
道

整
備
事
業

（
辺
地
対
策
総
合
整
備

計
画 

Ｒ
８
〜
Ｒ
12
女

神
湖
周
辺
整
備
事
業

５
億
７
千
70
万
円
に

含
ま
れ
る
）

　
　
　
予
算
額
１
億
円

児
童
館
来
館
シ
ス

テ
ム
導
入
事
業

　
予
算
額
１
０
０
万
円
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３
月
1 2
日
・

1 3
日
の
２
日
間
、
予
算
特
別
委
員
会
を
開

催
し
、
令
和
８
年
度
予
算
の
審
査
を
行
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　 

（
委
員
が
特
に
注
目
し
た
事
業
を
掲
載
）

中央公民館中央公民館

女神湖畔

　
　
中
央
公
民
館
等
施
設

　
　
整
備
基
本
設
計
の
積

算
は
。

　
　
基
本
計
画
策
定
業
務

　
　
４
８
４
万
円
、
基
本

設
計
３
５
２
０
万
円
、
設

計
に
必
要
な
測
量
６
８
２

万
円
、
地
盤
調
査
８
６
９

万
円
、
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査

４
５
１
万
円
、
合
計
５
５

２
２
万
円
で
あ
る
。

　
　
建
設
完
成
ま
で
同
じ

　
　
業
者
か
。

　
　
基
本
構
想
・
基
本
設

　
　
計
・
実
施
設
計
を
ま

と
め
て
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を

行
っ
た
。
管
理
ま
で
１
業

者
で
あ
る
。

　
　
今
後
の
計
画
は
。

　
　
基
本
計
画
Ｒ
８
．
４

　
　
月
～
９
月
、
基
本
設

計
６
か
月
、
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
Ｒ
８
末
、
ア
ス
ベ
ス

ト
調
査
は
随
時
行
う
。

　
　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

　
　
ト
は
最
後
か
。

　
　
基
本
計
画
が
で
き
た

　
　
後
に
行
う
の
で
最
後

に
な
る
。

　
　
説
明
会
参
加
人
数
が

　
　
少
な
い
と
感
じ
る
。

意
見
を
聞
く
期
間
を
延
長

し
て
は
。

　
　
利
用
団
体
に
聞
き
取

　
　
り
を
行
っ
た
。
町
民

説
明
会
３
回
行
っ
た
。
参

加
呼
び
か
け
を
い
ろ
い
ろ

行
っ
た
つ
も
り
だ
が
、
参

加
者
が
少
な
か
っ
た
の
は

残
念
で
あ
る
。
今
後
は
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で

ご
意
見
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
場
所
の
設
定
は
検
討

　
　
し
た
か
。

　
　
ツ
ル
ヤ
周
辺
、
千
草

　
　
保
育
園
跡
地
、
権
現

山
、
立
科
小
学
校
北
側
な

ど
を
検
討
。
現
敷
地
が
最

も
メ
リ
ッ
ト
が
高
い
と
判

断
し
た
。

　
　
　
　
　
　

　
　
児
童
館
に
お
け
る
来

　
　
館
管
理
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
つ
い
て
。
保
護
者

へ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
通
知

さ
れ
る
と
の
事
だ
が
、
そ

の
具
体
的
な
仕
組
み
と
運

用
方
法
は
。

　
　
本
シ
ス
テ
ム
は
、
児

　
　
童
一
人
ひ
と
り
に
個

別
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
付
与

し
、
来
館
時
に
児
童
館
に

設
置
さ
れ
た
入
力
端
末
へ

か
ざ
す
事
で
来
館
情
報
を

記
録
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
来
館
シ
ス
テ
ム
の
導

　
　
入
に
よ
り
、
ど
の
程

度
の
業
務
軽
減
が
期
待
で

き
る
か
。

　
　
本
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　
　
に
よ
り
、
利
用
状
況

や
在
館
人
数
が
パ
ソ
コ
ン

上
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把

握
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

何
時
何
分
の
時
点
で
何
人

が
在
館
し
て
い
る
か
を
即

座
に
確
認
で
き
る
為
、
従

来
の
手
作
業
に
よ
る
確
認

や
集
計
の
負
担
が
軽
減
さ

れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
初
年
度
１
億
円
の
内

　
　
容
は
。

　
　
歩
行
者
専
用
の
遊
歩

　
　
道
を
新
た
に
湖
畔
の

内
側
（
湖
面
に
沿
っ
て
）
に

作
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
誰
の
た
め
に
整
備
す

　
　
る
の
か
。

　
　
車
や
歩
行
者
や
ラ
ン

　
　
ナ
ー
も
い
て
、
大
変

危
な
い
状
況
で
あ
る
。
遊

歩
道
を
つ
く
っ
て
歩
行
者

専
用
に
す
れ
ば
、
す
み
わ

け
が
で
き
、
な
お
か
つ
新

た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
創

出
さ
れ
、
ラ
ン
ナ
ー
も
誘

致
で
き
る
。

　
　
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

　
　
コ
ー
ス
と
の
政
策
的

な
整
合
性
は
。

　
　
準
高
地
健
康
増
進
エ

　
　
リ
ア
と
し
て
、
実
際

の
と
こ
ろ
吸
収
が
で
き
な

い
ほ
ど
ラ
ン
ナ
ー
が
走
っ

て
い
る
状
況
に
あ
る
。
宣

伝
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、

お
客
さ
ん
が
来
る
。
観
光

地
と
し
て
は
課
題
が
あ
る

が
、 

お
客
さ
ん
が
来
る
こ

と
は
良
い
こ
と
で
あ
る
。

　
　
総
額
は
５
億
円
を
超

　
　
え
る
大
き
な
事
業
で

あ
る
。
そ
れ
だ
け
の
事
業

を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
住

民
に
対
し
て
説
明
す
べ
き

で
は
。

　
　
観
光
協
会
、
女
神
湖

　
　
セ
ン
タ
ー
、
地
元
区

も
含
め
て
相
談
す
る
場
を

設
け
た
。
そ
の
中
で
は
、

特
段
異
論
は
な
か
っ
た
。

　
　
町
民
の
皆
さ
ん
に
こ

　
　
う
い
っ
た
計
画
が
あ

る
と
い
う
こ
と
を
示
さ
な

い
と
後
々
問
題
に
な
ら
な

い
か
。

　
　
地
域
要
望
、
議
員
か

　
　
ら
の
一
般
質
問
等
々

を
い
た
だ
き
、
も
う
何
年

来
の
要
望
か
と
思
っ
て
い

る
。 

地
域
の
皆
さ
ん
、
観

光
協
会
等
に
話
を
し
た
中

で
、「
悲
願
だ
っ
た
」
と
言

っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　
も
と
も
と
女
神
湖
畔

　
　
は
、
一
般
に
訪
れ
る

お
客
様
が
静
か
に
自
然
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め

の
遊
歩
道
で
は
な
か
っ
た

の
か
。

　
　
何
年
も
の
課
題
が
あ

　
　
る
中
で
、
職
員
、
理

事
者
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
取
り
な

が
ら
、
今
回
の
案
を
提
示

し
て
い
る
。
現
状
と
し
て

新
し
い
コ
ン
テ
ン
ツ
を
創

設
し
て
、
女
神
湖
を
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。



　
　
維
持
管
理
経
費
は
、

　
　
そ
ん
な
に
か
か
ら
な

い
か
。

　
　
桟
橋
を
コ
ン
ク
リ
ー

　
　
ト
に
す
る
な
ど
、
維

持
管
理
費
は
抑
え
る
形
で

設
計
を
し
て
い
く
。

　
　
大
規
模
整
備
事
業
に

　
　
か
か
る
伴
走
支
援
業

務
１
千
万
円
と
は
。

　
　
複
数
年
に
わ
た
り
ス

　
　
キ
ー
場
の
整
備
に
か

か
わ
り
、
白
馬
岩
岳
ス
キ

ー
場
で
実
績
の
あ
る
「
㈱

ズ
ク
ト
チ
エ
」
を
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
で
選
定
。
大
規
模

整
備
事
業
の
サ
ポ
ー
ト

（
伴
走
支
援
）
を
委
託
す

る
。

　
　
伴
走
支
援
と
は
具
体

　
　
的
に
何
か
。

　
　
ス
キ
ー
場
活
性
化
の

　
　
専
門
家
と
し
て
、
仕

様
書
の
作
成
、
整
備
の
在

り
方
や
施
工
業
者
の
選
定
、

進
捗
管
理
ま
で
を
委
託
す

る
。

　
　
ス
キ
ー
場
大
規
模
整

　
　
備
等
の
工
事
請
負
費

の
概
要
は
。

　
　
辺
地
対
策
事
業
分
で

　
　
４
億
４
千
万
円
、
リ

フ
ト
整
備
で
１
５
４
０
万

円
、
人
工
降
雪
設
備
で
３

３
４
０
万
円
、
高
圧
受
電

設
備
更
新
で
５
０
４
９
万

円
、
辺
地
対
策
事
業
対
象

外
整
備
分
で
６
１
３
０
万

円
で
あ
る
。

　　
　
温
井
配
水
池
の
更
新

　
　
に
つ
い
て
。
現
在
の

築
年
数
。
今
回
の
予
算
で

事
業
全
体
の
ど
こ
ま
で
進

む
の
か
。
ど
の
様
な
方
式

の
配
水
池
に
す
る
の
か
。

　
　
現
在
の
温
井
配
水
池

　
　
は
、
昭
和
36
年
、
46

年
、
49
年
に
建
設
。
３
つ

の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

タ
ン
ク
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
法
定
耐
用
年
数
は
60

年
だ
が
、
既
に
耐
用
年
数

を
超
過
し
て
い
る
も
の
が

あ
る
。
全
て
耐
震
基
準
が

設
定
さ
れ
る
以
前
に
築
造

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
今

回
の
改
築
に
合
わ
せ
耐
震

化
を
図
る
。

　
既
存
タ
ン
ク
の
合
計
容

量
は
２
２
８
２
㎥
だ
が
、

今
回
の
更
新
事
業
に
お
い

て
は
、
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
１
１

０
０
㎥
の
タ
ン
ク
を
新
た

に
２
基
築
造
し
、
合
計
２

２
０
０
㎥
の
容
量
を
確
保

す
る
。
総
事
業
費
は
12
億

円
を
見
込
み
、
既
存
施
設

に
隣
接
す
る
町
有
地
に
建

設
す
る
。

　
令
和
８
年
度
は
主
に
敷

地
造
成
工
事
等
を
実
施
す

る
予
定
。
配
水
池
本
体
の

工
事
は
令
和
９
年
度
以
降

と
な
る
。

　
　

　
　
聞
き
な
れ
な
い
言
葉

　
　
だ
が
、
ど
の
よ
う
な

内
容
か
。

　
　
「
水
道
・
下
水
道
事

　
　
業
」
に
つ
い
て
、
官

と
民
が
連
携
し
て
事
業
を

行
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
な
ぜ
連
携
が
必
要
に

　
　
な
っ
て
き
て
い
る
の

か
。

　
　
官
に
お
け
る
技
術
職

　
　
員
の
補
完
、
民
間
の

ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ
る
経
営
の

効
率
化
を
図
る
た
め
。

　
　
立
科
町
の
現
状
と
見

　
　
通
し
は
ど
う
か
。

　
　
連
携
導
入
の
方
向
で

　
　
あ
る
。
最
短
で
令
和

10
年
度
の
導
入
を
見
込
ん

で
い
る
。

　
　
連
携
先
の
候
補
は
あ

　
　
る
の
か
。

　
　
業
務
内
容
に
応
じ
て

　
　
民
間
の
参
入
意
向
を

調
査
す
る
も
の
で
あ
る
た

め
、
結
果
に
よ
る
と
こ
ろ
。

　
　
そ
れ
だ
け
の
調
査
に

　
　
１
８
０
０
万
円
も
か

か
る
の
か
。

　
　
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ

　
　
は
「
管
路
を
更
新
し

た
い
自
治
体
は
導
入
を
し

な
さ
い
」
と
い
う
国
策
で

あ
る
。
管
路
更
新
に
は
多

額
の
財
源
が
必
要
な
の
で
、

国
庫
補
助
金
を
受
け
る
た

め
に
も
必
要
な
調
査
で
あ

る
。

　
　
業
者
と
の
連
携
は
ど

　
　
の
程
度
ま
で
を
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
主
に
は
管
理
・
更
新

　
　
一
体
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
行
う
レ
ベ
ル
3.5
ま
で
と

す
る
。（
※
レ
ベ
ル
４
（
コ

ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
）
は
公
共

施
設
運
営
権
を
民
間
に
設

定
す
る
最
も
深
い
官
民
連

携
方
式
と
な
る
。
）

　
　
こ
れ
は
下
水
道
だ
け

　
　
の
話
な
の
か
。

　
　
下
水
道
の
事
業
だ
け

　
　
で
上
水
道
は
考
え
て

い
な
い
。

　
予
算
特
別
委
員
会
で

令
和
８
年
度
の
予
算
の

審
査
を
行
っ
た
後
、
理

事
者
に
対
す
る
総
括
質

疑
を
行
っ
た
。

　
総
括
質
疑
後
、
令
和

８
年
度
の
予
算
の
採
決

を
行
っ
た
が
、
一
般
会

計
予
算
の
委
員
会
採
決

の
前
に
今
井
健
児
議
員

か
ら
「
中
央
公
民
館
等

施
設
整
備
基
本
計
画
策

定
等
支
援
」
及
び
「
同

施
設
整
備
基
本
設
計

等
」
に
係
る
委
託
料
計

６
千
６
万
円
を
全
額
削

除
、
当
該
事
業
に
充
て

る
公
共
施
設
等
整
備
基

金
繰
入
金
を
削
除
す
る

修
正
案
が
提
出
さ
れ

た
。

　
修
正
案
に
対
す
る
質

疑
・
討
論
を
行
い
、
委

員
会
採
決
を
行
っ
た
結

果
、
一
般
会
計
予
算

は
、
修
正
案
が
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
た
。

9

ス
キ
ー
場
大
規
模

整
備
等
事
業

（
索
道
事
業
会
計
）

　
予
算
額
６
億
59
万
円

温
井
配
水
池
の
改

築
工
事

（
水
道
事
業
会
計
）

予
算
額
３
億
６
１
４
０
万
円

ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ

Ｐ
導
入
可
能
性
調

査
事
業

（
下
水
道
事
業
会
計
）

　
予
算
額
１
８
７
５
万
円

令
和
８
年
度

立
科
町
一
般
会
計
予
算

修
正
案
が
可
決

温井配水池温井配水池
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社会文教建設常任委員会

立
科
町
温
泉
施
設
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　
　
改
正
の
概
要
は
。

　
　
経
費
の
節
減
だ
け
で
は
赤

　
　
字
幅
を
縮
小
で
き
な
い
た

め
６
月
か
ら
料
金
を
改
定
す

る
。
ま
た
、
料
金
改
定
に
あ
わ

せ
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

可
能
に
す
る
も
の
。

　
使
用
料
は
上
限
金
額
方
式
に

改
め
、
そ
の
範
囲
内
で
金
額
を

定
め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
　
令
和
７
年
度
の
赤
字
額
は

　
　
お
よ
そ
い
く
ら
と
試
算
し

て
い
る
か
。

　
　
約
４
４
０
０
万
円
と
見
込

　
　
ま
れ
る
。

令
和
７
年
度
立
科
町
一
般
会
計

補
正
予
算(

第
11
号)

に
つ
い
て

　
　
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
事
業
費

　
　
の
負
担
金
減
額
は
。

　
　
公
社
設
立
に
伴
う
運
営
負

　
　
担
金
の
経
費
節
減
及
び
新

規
受
注
等
の
増
加
で
収
入
が
安

定
し
た
た
め
、
負
担
金
の
戻
入

が
あ
っ
た
も
の
。

蓼
科
・
中
尾
辺
地
に
係
る
公

共
的
施
設
の
総
合
的
な
整
備

に
関
す
る
財
政
上
の
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

　
　
追
加
さ
れ
た
主
な
事
業

　
　
は
。

　
　
女
神
湖
周
辺
整
備
事
業
、

　
　
蓼
科
第
二
牧
場
整
備
事
業
、

白
樺
高
原
観
光
施
設
照
明
設
備

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
。

　
女
神
湖
周
辺
整
備
事
業
で
は
、

女
神
湖
畔
に
遊
歩
道
を
新
設
し
、

混
雑
時
の
事
故
防
止
を
図
る
と

と
も
に
、
魅
力
あ
る
観
光
地
と

し
て
の
施
設
整
備
を
行
う
も
の

で
あ
る
。

　
現 
地 
視 

察

　
女
神
湖
畔
新
設
遊
歩
道
は
混

雑
緩
和
の
ほ
か
、
新
た
な
観
光

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
整
備
し
た
い

旨
、
説
明
を
受
け
た
。

３月11日、付託案件を審査した。主な質疑内容は次のとおり。

総務経済常任委員会
所　 管　 総務課・ 企画課・ 産業振興課・ 会計室・ 議会事務局

委員長／芝間教男　 副委員長／中村茂弘

委　 員／今井英昭　 今井　 清　 榎本真弓　 小野沢常裕

３月10日、付託案件を審査した。主な質疑内容は次のとおり。

所　 管　 町民課・ 建設環境課・ 教育委員会

委員長／村田桂子　 副委員長／森澤文王

委　 員／村松浩喜　 今井健児　 宮坂幸夫　 秦野仁美

女神湖畔遊歩道新設予定地

立
科
町
乳
児
等
通
園
支
援
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

　
　
条
例
制
定
の
目
的
は
何
か
。

　
　
子
ど
も
子
育
て
支
援
法
の

　
　
成
立
を
受
け
て
作
ら
れ
た

い
わ
ゆ
る
「
子
ど
も
誰
で
も
通

園
制
度
」
に
よ
り
、
子
ど
も
一

人
一
人
の
成
長
・
発
達
に
焦
点

を
当
て
保
育
園
な
ど
家
庭
で
は

得
ら
れ
な
い
体
験
を
さ
せ
る
た

め
の
受
け
入
れ
側
の
設
備
な
ど

設
置
基
準
を
設
け
る
も
の
。

　
　
保
育
園
で
す
で
に
行
っ
て

　
　
い
る
一
時
保
育
と
の
違
い

は
何
か
。

　
　
保
護
者
の
都
合
で
は
な
く
、

　
　
子
ど
も
自
身
の
発
達
保
障

が
そ
の
目
的
。
月
10
時
間
ま
で

受
け
入
れ
る
。

　
当
保
育
園
は
、
余
裕
活
用
型

を
選
択
。
定
員
に
余
裕
の
あ
る

時
に
受
け
入
れ
る
予
定
。

立
科
町
手
数
料
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

　
　
な
ぜ
、
手
数
料
を
引
き
下

　
　
げ
る
の
か
。

　
　
コ
ン
ビ
ニ
で
の
利
用
へ
誘

　
　
導
す
る
た
め
。
役
場
窓
口

の
混
雑
を
下
げ
る
こ
と
・
利
用

者
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
。

　
　
便
利
な
も
の
は
、
少
し
高

　
　
く
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
手
数
料
は
費
用
を
賄
う
も

　
　
の
で
は
な
く
、
政
策
的
な

も
の
。

　
　
高
齢
者
の
利
用
を
ふ
や
す

　
　
Ｐ
Ｒ
は
。

　
　
窓
口
で
の
案
内
、
ホ
ー
ム

　
　
ペ
ー
ジ
で
も
行
う
。

立
科
町
下
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

　
　
白
樺
湖
地
区
管
渠
カ
メ
ラ

　
　
調
査
委
託
料
は
２
２
０
０

万
円
の
減
額
だ
が
、
理
由
は
。

　
　
国
の
補
助
金
を
充
て
る
予

　
　
定
だ
っ
た
が
、
要
望
額
を

下
回
る
こ
と
と
な
り
、
調
査
内

容
を
簡
易
化
し
、
自
走
式
ド
ロ

ー
ン
カ
メ
ラ
調
査
に
切
り
替
え

た
た
め
。

　
　
工
事
請
負
費
で
、
立
科
特

　
　
環
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
場

設
備
工
事
で
約
７
５
０
０
万
円

の
減
額
は
。

　
　
国
の
補
助
金
が
管
渠
カ
メ

　
　
ラ
調
査
同
様
に
要
望
額
を

下
回
っ
た
た
め
、
施
工
箇
所
を

減
工
し
対
応
し
た
こ
と
に
よ
る

も
の
。



　
　
各
地
区
か
ら
の
陳
情
・
要
望
に
対
す

　
　
る
基
本
姿
勢
は
。

町
長
　
真
摯
に
向
き
合
い
最
大
限
の
努
力

を
し
て
い
る
。

　
　
過
去
三
年
間
の
陳
情
・
要
望
件
数
は
。

総
務
課
長
　
令
和
５
年
度
１
０
３
件
、
令

和
６
年
度
88
件
、
令
和
７
年
度
98
件
。

　
　
西
塩
沢
区
か
ら
町
道
拡
幅
工
事
の
要

　
　
望
を
10
年
来
出
さ
れ
て
い
る
が
改
善

さ
れ
な
い
理
由
は
。

町
長
　
担
当
課
か
ら
報
告
を
受
け
、
引
き

継
ぎ
は
適
切
に
行
っ
て
い
る
。

　
　
陳
情
・
要
望
並
び
に
町
か
ら
の
回
答

　
　
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長
　
地
域
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
に
配

慮
し
て
慎
重
な
取
り
扱
い
が
求
め
ら
れ

る
。

　
　
町
民
の
知
る
権
利
に
基
づ
き
情
報
公

　
　
開
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長
　
案
件
の
内
容
に
よ
り
公
表
す
る
べ

き
か
慎
重
に
判
断
す
る
。

　
　
鹿
の
駆
除
頭
数
は
。

産
業
振
興
課
長
　
令
和
４
年
度
１
１
２

頭
、
令
和
５
年
度
１
４
２
頭
、
令
和
６
年

度
２
９
５
頭
。

　
　
駆
除
し
た
鹿
を
ジ
ビ
エ
と
し
て
活
用

　
　
す
る
食
肉
処
理
施
設
や
移
動
式
解
体

処
理
車
を
整
備
し
な
い
か
。

町
長
　
現
在
、
計
画
は
な
い
。

　
　
ハ
ク
ビ
シ
ン
等
の
小
型
有
害
鳥
獣
対

　
　
策
は
。

産
業
振
興
課
長
　
捕
獲
檻
の
無
償
貸
し
出

し
や
有
害
鳥
獣
買
い
上
げ
、
電
気
柵
設
置

補
助
が
あ
る
。

　
　
陳
情
・
要
望
は
広
く
公
表
す
る
べ
き

　
　
で
あ
る
。
そ
れ
が
町
に
対
す
る
評

価
・
信
頼
に
つ
な
が
る
。
有
害
鳥
獣
駆
除

対
策
は
、
農
業
を
守
る
重
要
な
政
策
で
あ

る
。

今定例会では、 議員９ 人が一般質問を行いまし た。  

※太字の質問を掲載。 議事録は議会ホームページで閲覧でき ます。

一般質問の文章は質問者の

責任で作成し ています。一般質問町政について問う ！

1  町民の声にどう 答えているか
2  有害鳥獣対策強化と 駆除し た鹿の活用を考えているか

小野沢　 常裕　 議員 ……… 1 2 ページ
おのざわ　 　  と き ひろ

1  有害鳥獣被害を防ぐ ための補助制度について
2  中央公民館整備等について

森澤　 文王　 議員 ………… 1 3 ページ
も り さ わ　 　 ふみお

農産物加工・ 直売・ 食材供給施設及び道の駅「 女神の里

たてし な」 の指定管理者納付金について

1  追跡質問

2  職員について

3  「 認知症予防」 をテーマにし た令和7 年度健康づく り 地

　 域講演会について

4  町長の3 期目は

5  教育委員会に問う 事項について

6  議会と 語る会から の町民の意見について

7  企画課に関する事業から 問う

8  赤沢川河川について

宮坂　 幸夫　 議員 ………… 1 5 ページ
みやさ か　 　 ゆきお

こ れでいいのか、 立科教育
子ども ・ 子育て支援計画の実効性を問う （ 追跡質問含む）

秦野　 仁美　 議員 ………… 1 4 ページ
はたの　 　  ひと み

今井　 　 清　 議員 ………… 1 1 ページ
いまい　 　  　 きよし

高校生等就学支援の考え方について

今井　 健児　 議員 ………… 1 5 ページ
いまい　 　  けんじ

1311

町
民
の
声
に
ど
う
答
え
て
い
る
か

西塩沢区から 拡幅要望の町道

今井　  清
いまい 　きよし

有
害
鳥
獣
対
策
強
化
と
駆
除
鹿
の

活
用
は

1  登山者協力金について
2  町有地の利用について

中村　 茂弘　 議員 ………… 1 2 ページ
なかむら 　  し げひろ

1  公共交通の改善に向けて
2  公民館等複合施設建設について
3  子育て支援策の充実を

村田　 桂子　 議員 ………… 1 3 ページ
むら た　 　  けいこ

１  立科町農業　 こ れから について

２  立科町防災対策　 こ れから について

芝間　 教男　 議員 ………… 1 4 ページ
し ばま　 　  のり お
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一 般 質 問　　　　質問者による要約

小野沢　 常裕
おのざわ　 ときひろ

　
　
令
和
５
年
度
か
ら
売
上
高
の
表
記
の

　
　
仕
方
を
変
え
た
が
、
町
は
こ
の
こ
と

を
い
つ
知
っ
た
の
か
。

産
業
振
興
課
長
　
令
和
６
年
５
月
に
提
出

さ
れ
た
決
算
報
告
書
に
よ
っ
て
知
っ
た
。

　
　
納
付
金
の
算
定
基
準
が
小
さ
く
な
っ

　
　
て
し
ま
う
こ
と
に
つ
い
て
、
町
は
指

定
管
理
者
に
ど
う
対
応
し
た
か
。

産
業
振
興
課
長
　
納
付
金
の
算
出
に
つ
い

て
は
、
令
和
５
年
４
月
に
締
結
し
た
年
度

協
定
に
よ
り
対
応
し
た
。
法
的
な
変
更
だ

っ
た
の
で
％
の
変
更
は
し
て
い
な
い
。

　
　
令
和
６
年
度
の
第
２
駐
車
場
の
賃
貸

　
　
料
は
い
く
ら
か
。

産
業
振
興
課
長
　
第
２
駐
車
場
の
用
地
代

は
18
万
２
千
円
で
あ
る
。

　
　
令
和
６
年
度
納
付
金
の
60
万
７
千
円

　
　
の
内
訳
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

産
業
振
興
課
長
　
第
２
駐
車
場
用
地
代
及

び
納
付
金
と
し
て
売
上
高
の
0.5
％
で
60
万

７
千
円
で
あ
る
。

　
　
年
度
協
定
書
に
は
第
２
駐
車
場
の
賃

　
　
貸
料
は
入
っ
て
い
な
い
。
年
度
協
定

書
に
基
づ
く
納
付
金
は
42
万
５
千
円
で
良

い
の
か
。

産
業
振
興
課
長
　
年
度
協
定
書
の
通
り
で

行
け
ば
42
万
５
千
円
と
な
る
。

　
　
令
和
７
年
度
の
納
付
金
が
0.5
％
か
ら

　
　
１
％
に
変
わ
っ
た
の
は
、
昨
年
９
月

の
答
弁
の
他
に
何
か
理
由
は
な
い
の
か
。

産
業
振
興
課
長
　
昨
年
９
月
の
答
弁
の
通

り
で
あ
る
。

　
　
イ
ン
ボ
イ
ス
前
と
イ
ン
ボ
イ
ス
後
の

　
　
納
付
金
を
比
べ
る
と
、
イ
ン
ボ
イ
ス

後
の
５
年
度
、
６
年
度
の
納
付
金
が
グ
ッ

と
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、「
７
年

度
は
前
の
状
態
に
戻
さ
な
い
と
ま
ず
い
」

と
い
う
こ
と
で
変
え
た
の
で
は
な
い
の
か
。

産
業
振
興
課
長
　
先
ほ
ど
答
弁
し
た
通
り

で
あ
る
。

　
　
納
付
金
が
0.5
％
か
ら
１
％
に
な
っ
た

　
　
が
、
納
付
金
が
２
倍
に
な
っ
た
と
考

え
て
良
い
の
か
。

産
業
振
興
課
長
　
売
上
高
の
１
％
な
の
で
、

前
年
度
の
２
倍
に
な
っ
た
り
、
そ
れ
を
下

回
っ
た
り
上
回
っ
た
り
す
る
。

　
　
８
年
度
の
仕
様
書
で
は
、
納
付
金
は

　
　
売
上
高
の
１
％
と
経
常
利
益
の
一
定

割
合
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
で
行
く
の
か
。

産
業
振
興
課
長
　
仕
様
書
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
納
付
金
は
売
上
高
の
１
％
と
経
常
利

　
　
益
の
33
％
に
し
た
ら
ど
う
か
。

産
業
振
興
課
長
　
質
問
の
内
容
は
意
見
と

し
て
伺
っ
て
お
く
。

　
　
町
民
の
中
に
「
道
の
駅
は
俺
達
に
は

　
　
関
係
な
い
」
と
い
う
雰
囲
気
が
あ
る

が
、
立
科
町
に
あ
る
道
の
駅
だ
か
ら
で
き

れ
ば
全
町
民
で
応
援
し
た
い
。

　
そ
れ
に
は
利
益
の
３
分
の
１
を
町
へ
納

め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
一
定
割
合
33

％
を
し
っ
か
り
確
保
し
て
ほ
し
い
。

「
農
ん
喜
村
」
の
納
付
金
に
つ
い
て

　
　
南
ア
ル
プ
ス
登
山
者
協
力
金
や
三
重

　
　
県
の
大
台
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

視
察
し
て
き
た
。
当
町
に
は
蓼
科
山
が
あ

る
こ
と
か
ら
関
係
自
治
体
等
で
導
入
に
つ

い
て
、
話
を
し
て
は
ど
う
か
。

産
業
振
興
課
長
　
令
和
７
年
８
月
21
日
に
、

赤
岳
を
主
峰
と
す
る
こ
の
山
岳
エ
リ
ア
を

取
り
囲
む
長
野
県
・
山
梨
県
両
県
に
ま
た

が
る
13
市
町
村
で
設
立
さ
れ
た
「
環
八
ヶ

岳
連
携
推
進
協
議
会
」
で
は
、
設
立
後
３

回
の
幹
事
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

中
で
「
環
八
ヶ
岳
連
携
推
進
事
業
の
基
本

方
針
」
、
「
行
動
指
針
」
、
「
令
和
８
年
度
基

本
方
針
」
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
主
要
事
業
を
決
め
て
い
く
中
で
、
八
ヶ

岳
山
麓
の
豊
か
な
自
然
と
多
彩
な
魅
力
に

あ
ふ
れ
る
暮
ら
し
を
、
国
内
外
の
多
く
の

人
々
と
共
有
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
地
を

訪
れ
た
い
、
移
住
を
考
え
た
い
等
の
様
々

な
思
い
に
寄
り
添
い
、
支
援
す
る
た
め
に

デ
ジ
タ
ル
技
術
（
ア
プ
リ
等
）
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
環
八
ヶ
岳
の
フ
ァ
ン
を
創

造
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
フ
ァ
ン
ア

プ
リ
等
の
構
築
検
討
事
業
が
あ
っ
た
。
フ

ァ
ン
ア
プ
リ
等
の
内
容
と
し
て
は
、
今
回

の
質
問
に
あ
る
登
山
者
協
力
金
の
支
払
機

能
を
含
め
、
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
機

能
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
フ
ァ
ン
ア
プ
リ
等
を
導
入

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
八
ヶ
岳
連
峰
周

辺
市
町
村
で
広
域
的
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
当
町
と
し
て
も
他
の
市
町

村
と
足
並
み
を
揃
え
て
、
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
美
上
下
の
農
地
に
つ
い
て
現
在
は
ど

　
　
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

町
長
　
令
和
７
年
４
月
か
ら
５
年
間
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
農
業
経
営
基
盤
強
化
促

進
法
に
基
づ
く
利
用
権
設
定
に
よ
り
、
貸

付
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
に
つ
い
て
も
、

当
該
地
を
町
が
取
得
し
た
経
過
か
ら
考
え

る
と
、
所
有
権
を
移
転
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

　
　
旧
千
草
保
育
園
跡
地
が
未
だ
に
何
も

　
　
さ
れ
て
い
な
い
が
、
今
後
ど
の
よ
う

な
計
画
が
あ
る
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　

総
務
課
長
　
旧
保
育
園
跡
地
の
利
活
用
に

つ
い
て
は
、
様
々
な
検
討
が
な
さ
れ
て
き

た
が
、
旧
若
草
保
育
園
と
旧
茂
田
井
保
育

園
は
、
町
内
企
業
等
へ
土
地
建
物
を
売
却

し
、
旧
三
葉
保
育
園
の
土
地
に
つ
い
て
は
、

町
が
宅
地
分
譲
地
の
造
成
を
し
、
西
塩
沢

三
葉
団
地
と
し
て
分
譲
を
開
始
し
た
。
現

在
、
旧
千
草
保
育
園
の
土
地
・
建
物
に
つ

い
て
は
、
可
能
な
範
囲
で
有
効
活
用
を
し

い
る
が
、
更
な
る
活
用
に
向
け
て
、
研
究

し
て
い
く
。

中村　 茂弘
なかむら  しげひろ

登
山
者
協
力
金
に
つ
い
て

町
有
地
の
利
用
に
つ
い
て
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一 般 質 問　　　　質問者による要約

　
　
長
期
的
な
公
共
施
設
の
更
新
、
予
算
、

　
　
財
政
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

　
ス
キ
ー
場
、
中
央
公
民
館
、
上
下
水
道
、

学
校
施
設
の
更
新
等
の
事
業
に
つ
い
て
、

ど
の
様
に
検
討
し
た
の
か
。

町
長
　
索
道
施
設
の
更
新
及
び
中
央
公
民

館
等
の
複
合
施
設
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、

大
き
な
費
用
を
要
し
、
将
来
の
財
政
に
と

っ
て
過
度
な
負
担
と
な
ら
な
い
事
を
検
証

す
る
必
要
が
あ
り
、
令
和
６
年
度
に
今
後

20
年
間
の
中
長
期
的
な
財
政
試
算
を
実
施

し
た
。
昨
年
３
月
の
一
般
質
問
で
答
弁
し

た
通
り
だ
が
。
（
町
長
よ
り
御
答
弁
頂
い

た
が
、
試
算
に
つ
い
て
の
説
明
は
、
議
会

だ
よ
り
第
１
８
４
号
12
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
き
た
い
。
新
規
追
加
の
答
弁
は
次
行

か
ら
。
）

　
上
水
道
の
更
新
に
つ
い
て
は
、
当
時
、

財
源
が
見
込
ま
れ
て
い
た
事
か
ら
、
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　
学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
総
合
教
育
会

議
で
検
討
し
て
い
る
。
今
後
、
教
育
委
員

会
で
協
議
さ
れ
る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。 中

央
公
民
館
整
備
等
に
つ
い
て

　
　
今
後
20
年
と
の
事
だ
っ
た
が
、
小
学

　
　
校
を
築
70
年
ま
で
使
う
つ
も
り
だ
っ

た
の
か
。
学
校
を
含
め
て
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
、
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

町
長
　
学
校
施
設
の
更
新
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
学
校
運
営
等
に
関
す
る
本
格
的
な

検
討
が
こ
れ
か
ら
で
あ
り
、
概
算
費
用
や

活
用
財
源
等
も
定
ま
っ
て
い
な
い
。
そ
の

た
め
、
こ
の
時
点
で
は
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
加
え
る
事
は
出
来
な
い
状
況
。

今
後
こ
れ
ら
の
概
要
が
明
ら
か
に
な
れ
ば

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
反
映
し
た

い
。

村田　 桂子
むらた　 　けいこ

公
共
交
通
の
改
善
に
向
け
て

森澤　 文王
もりさ わ　 ふみお

シミ ュ レーショ ンと は、 何だっ たのかシミ ュ レーショ ンと は、 何だっ たのか

住民の足の確保は、 移動の

自由にかかわる人権問題。

さ ら に便利な公共交通に。

　
　
デ
マ
ン
ド
交
通
の
登
録
申
し
込
み

　
　
は
。

企
画
課
長
　
電
話
で
事
業
者
に
申
し
込
め

る
。

　
　
現
時
点
で
の
登
録
者
数
・
回
数
は
。

　
　
見
え
て
き
た
課
題
は
ど
う
か
。

企
画
課
長
　
10
月
か
ら
２
月
末
ま
で
で
、

１
９
４
人
、
８
３
１
回
、
１
０
２
９
人
利

用
。
利
用
者
か
ら
は
「
バ
ス
停
が
遠
い
の

で
追
加
し
て
ほ
し
い
。
」
事
業
者
か
ら
は

「
電
話
申
し
込
み
が
多
い
の
で
タ
ブ
レ
ッ

ト
利
用
を
」
と
の
こ
と
。

　
　
登
録
は
も
っ
と
簡
単
に
で
き
な
い
か
。

企
画
課
長
　
望
月
ハ
イ
ヤ
ー
や
役
場
に
直

接
電
話
し
て
も
申
し
込
め
る
。

　
　
利
用
時
間
に
つ
い
て
は
「
利
用
し
に

　
　
く
い
」
と
い
う
声
が
あ
る
。
一
便
は

運
行
時
間
を
長
く
で
き
な
い
か
。

企
画
課
長
　
運
転
手
の
確
保
が
課
題
。

　
　
運
転
手
確
保
で
は
、
２
種
免
許
取
得

　
　
に
向
け
て
補
助
制
度
を
作
っ
て
進
め

て
は
。

企
画
課
長
　
町
で
は
な
く
、
県
の
制
度
を

活
用
し
て
実
施
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。

　
　
乗
り
継
ぎ
の
バ
ス
セ
ン
タ
ー
、
最
寄

　
　
り
駅
、
病
院
な
ど
町
外
で
も
ニ
ー
ズ

の
多
い
場
所
を
停
留
所
に
す
べ
き
で
は
。

企
画
課
長
　
現
在
、
デ
マ
ン
ド
交
通
は
町

外
へ
は
対
応
し
て
い
な
い
。
佐
久
市
・
上
田

市
に
は
中
山
道
線
な
ど
従
来
の
交
通
で
。

日
中
は
定
額
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
制
度
を

利
用
い
た
だ
く
。
運
行
区
域
の
可
能
性
に

つ
い
て
は
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

で
研
究
す
る
。

　
　
中
山
道
線
を
利
用
し
て
い
る
住
民
か

　
　
ら
診
察
終
了
後
の
午
後
１
便
の
増
便

を
望
む
声
が
あ
る
。
増
便
す
べ
き
で
は
。

企
画
課
長
　
運
転
手
確
保
に
課
題
が
あ

る
。
昼
間
は
定
額
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
制

度
の
利
用
を
。

　
　
佐
久
方
面
は
２
０
０
円
で
利
用
が
で

　
　
き
る
が
、
上
田
大
屋
方
面
は
７
１
０

円
。
３
倍
の
負
担
だ
。
通
学
支
援
が
必
要

だ
が
。

企
画
課
長
　
令
和
10
年
か
ら
立
科
上
田
間

の
中
山
道
線
が
県
の
支
援
の
対
象
に
な
る

見
込
み
。

　
　
運
転
手
確
保
が
困
難
で
、
改
善
が
で

　
　
き
な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
免
許
取

得
の
補
助
制
度
を
作
れ
ば
、
確
保
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。
町
の
努
力
を
求
め
る
。



　
　
部
活
動
の
地
域
展
開
に
向
け
た
町
の

　
　
取
り
組
み
は
。

教
育
次
長
　
地
域
ク
ラ
ブ
運
営
協
議
会
を

開
催
し
、
児
童
生
徒
・
保
護
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
も
実
施
し
、
令
和
９
年
度
か
ら
の

休
日
部
活
動
の
地
域
展
開
を
目
指
し
て
準

備
を
進
め
て
い
る
。

　
　
指
導
者
確
保
や
過
疎
地
域
の
課
題
へ

　
　
の
対
応
は
。

教
育
次
長
　
各
部
会
お
よ
び
体
育
協
会
等

に
情
報
提
供
を
依
頼
し
、
今
後
広
く
指
導

者
募
集
を
行
う
予
定
。
生
徒
数
減
少
や
移

動
手
段
等
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
近
隣
自

治
体
と
の
連
携
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配

置
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
児
童
館
の
利
用
状
況
と
今
後
の
あ
り

　
　
方
は
。

教
育
次
長
　
高
学
年
は
屋
内
運
動
場
を
活

用
し
分
散
利
用
を
行
っ
た
事
で
館
内
の
混

雑
や
衝
突
の
危
険
は
減
少
し
た
。
令
和
８

年
度
に
は
、
来
館
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
保
護
者
へ
の
通
知
や
安
全
確
認
の
強

化
を
図
る
。

　
　
高
校
生
の
学
習
支
援
の
現
状
と
今
後

　
　
の
方
向
性
は
。

教
育
次
長
　
令
和
８
年
度
か
ら
、
こ
れ
ま

で
小
中
学
生
を
対
象
と
し
て
い
た
英
語
・

漢
字
・
数
学
検
定
の
受
験
料
助
成
を
高
校

生
ま
で
拡
充
す
る
予
定
。
検
定
料
の
２
分

の
１
を
助
成
し
、
学
習
意
欲
の
向
上
や
挑

戦
を
後
押
し
し
て
い
く
。

　
　
簿
記
等
専
門
分
野
の
検
定
試
験
へ
の

　
　
支
援
も
検
討
で
き
な
い
か
。

企
画
課
長
　
制
度
拡
充
後
の
利
用
状
況
を

見
な
が
ら
、
今
後
の
課
題
と
し
て
検
討
し

て
い
く
。

　
　
「
子
育
て
す
る
な
ら
立
科
町
」
と
思

　
　
っ
て
も
ら
え
る
町
に
す
る
為
の
取
り

組
み
は
。

町
長
　
少
子
化
が
進
む
中
で
も
、
子
ど
も

達
の
健
や
か
な
成
長
と
子
育
て
家
庭
を
支

え
る
為
、
財
政
状
況
も
踏
ま
え
な
が
ら
可

能
な
限
り
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
高
校
生
の
資
格
取
得
支
援
等
、
ど
こ

　
　
に
住
ん
で
い
て
も
子
ど
も
達
が
挑
戦

で
き
る
環
境
作
り
を
求
め
た
。
合
わ
せ
て
、

小
さ
な
町
だ
か
ら
こ
そ
、
一
人
ひ
と
り
の

子
ど
も
に
目
が
届
く
温
か
い
子
育
て
環
境

作
り
に
期
待
す
る
。
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一 般 質 問　　　　質問者による要約

　
　
今
、
農
業
は
大
き
な
転
換
期
。
地
域

　
　
懇
談
会
で
整
備
し
た
目
標
地
図
を
基

に
農
業
の
行
方
を
町
長
は
ど
う
舵
を
取
っ

て
行
く
か
。

町
長
　
地
域
懇
談
会
は
今
後
も
継
続
し
て

行
く
。
そ
の
中
で
担
い
手
の
確
保
・
育
成

に
努
め
、
農
地
の
集
約
化
等
に
取
り
組
ん

で
参
り
た
い
。

　
　
遊
休
荒
廃
地
解
消
へ
の
取
り
組
み
に

　
　
つ
い
て
。「
農
地
を
守
る
」
具
体
的

施
策
と
し
て
「
多
面
的
機
能
支
払
い
交
付

金
」
事
業
を
町
と
し
て
事
務
局
を
作
り
、

全
町
内
農
地
の
管
理
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

町
長
　
令
和
元
年
９
月
の
団
体
と
の
意
見

交
換
会
で
そ
の
必
要
が
な
い
と
の
事
だ
っ

た
の
で
、
今
後
も
各
組
織
の
活
動
に
期
待

す
る
。

　
団
体
に
は
一
緒
に
な
っ
て
サ
ポ
ー
ト
体

制
を
充
実
さ
せ
て
い
る
。

　
　
町
の
遊
休
荒
廃
地
を
計
画
的
に
解
消

　
　
で
き
る
の
は
、
全
体
の
目
標
地
図
を

持
っ
て
い
る
町
当
局
し
か
な
い
。
そ
う
思

わ
な
い
か
。

町
長
　
地
域
の
活
動
組
織
の
考
え
方
が
重

要
。
そ
れ
を
差
し
置
い
て
進
め
る
訳
に
は

行
か
な
い
。

　
　
農
業
は
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。
町

　
　
の
農
業
事
情
を
踏
ま
え
て
町
は
「
石

橋
は
叩
い
て
渡
る
な
。
飛
び
越
え
ろ
」
の

勇
断
を
期
待
す
る
。

　
　
町
内
火
災
多
発
。
一
層
防
災
に
対
す

　
　
る
啓
発
を
。

町
長
　
町
消
防
団
や
防
災
行
政
無
線
で
の

注
意
喚
起
、
予
防
啓
発
活
動
等
に
努
め
て

い
る
。
防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
参
り

た
い
。

　
　
大
規
模
山
林
火
災
を
想
定
し
て
い
る

　
　
か
。

総
務
課
長
　
林
野
火
災
の
リ
ス
ク
管
理
は

極
め
て
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

佐
久
広
域
連
合
消
防
本
部
及
び
町
消
防
団

と
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
、
訓
練
や
講
習

会
、
町
内
巡
回
、
広
報
等
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
大
規
模
火
災
な
ど
災
害
に
対
し
て

　
　
は
、
先
に
起
き
た
教
訓
を
生
か
し
、

町
は
防
災
対
策
に
全
力
で
取
り
組
み
、
私

た
ち
議
員
も
防
災
対
策
に
つ
い
て
、
一
生

懸
命
考
え
、
進
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
町
長
に
は
そ
の
先
頭
に
立
っ
て
、
こ
れ

か
ら
も
「
立
科
町
の
防
災
対
策
」
を
推
進

し
て
行
く
こ
と
を
お
願
い
す
る
。

立
科
町
　
農
業
こ
れ
か
ら

秦野　 仁美
はたの　 　ひと み

立
科
町
　
防
災
対
策
こ
れ
か
ら

芝間　 教男
しばま　 　のり お

荒廃地の開発

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
計
画
の

実
効
性
を
問
う
（
追
跡
質
問
含
む
）
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新
た
な
支
援
策
は
検
討
し
て
い
る
の

　
　
か
。

町
長
　
対
象
者
の
範
囲
を
、
高
校
生
ま
で

に
拡
充
し
た
検
定
料
の
助
成
を
予
算
計
上

し
た
。
対
象
と
す
る
英
語
、
漢
字
、
数
学

検
定
を
受
け
た
場
合
に
、
検
定
料
の
二
分

の
一
を
助
成
す
る
制
度
。

　
　
減
免
に
よ
る
支
援
を
お
こ
な
っ
て
は

　
　
ど
う
か
。

〇
高
校
生
（

16
か
ら
18
歳
）
を
扶
養
す
る

　
世
帯
の
町
県
民
税
所
得
割
か
ら
年
６
万

　
円
減
免

〇
多
子
世
帯
へ
の
配
慮
と
し
て
一
世
帯
当

　
た
り
上
限
12
万
円

〇
非
課
税
世
帯
に
は
６
万
円
給
付
、
所
得

　
割
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
世
帯
に
は
マ
イ

　
ナ
ス
分
を
給
付

 

総
務
課
長
　
地
方
税
法
第
三
百
二
十
三
条

に
、
市
町
村
民
税
の
減
免
と
し
て
、「
市

町
村
長
は
、
天
災
、
そ
の
他
、
特
別
の
事

情
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
市
町
村
民
税

の
減
免
を
必
要
と
す
る
と
認
め
る
者
、
そ

の
他
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
者
に
限
り
、

当
該
市
町
村
の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
市
町
村
民
税
を
減
免
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
高
校

生
等
の
保
護
者
は
当
然
、「
特
別
の
理
由

が
あ
る
者
」
と
は
解
釈
さ
れ
ず
、
税
の
公

平
性
の
観
点
か
ら
も
減
免
す
る
こ
と
は
難

し
い
と
考
え
て
い
る
。

地
方
税
法 
第
三
百
二
十
三
条

（
市
町
村
民
税
の
減
免
）

市
町
村
長
は
、
天
災
そ
の
他
特
別
の

事
情
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
市
町
村

民
税
の
減
免
を
必
要
と
す
る
と
認
め

る
者
、
貧
困
に
因
り
生
活
の
た
め
公

私
の
扶
助
を
受
け
る
者
そ
の
他
特
別

の
事
情
が
あ
る
者
に
限
り
、
当
該
市

町
村
の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
市
町
村
民
税
を
減
免
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
但
し
、
特
別
徴
収
義
務

者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

　
　
追
跡
質
問
　
中
原
宮
前
水
路
の
最
終

　
　
点
の
出
口
の
流
水
を
行
政
の
力
で
。

町
長
　
以
前
の
答
弁
の
と
お
り
、
地
元
の

皆
様
の
意
見
も
多
々
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。

先
ず
、
地
元
の
水
利
組
合
で
協
議
を
い
た

だ
き
、
意
見
を
集
約
さ
れ
て
は
ど
う
か
。

　
　
職
員
の
意
識
改
革
の
推
進
で
電
話
術

　
　
の
磨
き
が
必
要
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長
　
町
独
自
、
長
野
県
市
町
村
職

員
研
修
セ
ン
タ
ー
の
研
修
等
を
行
っ
て
い

る
。
引
き
続
き
接
遇
マ
ナ
ー
の
向
上
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
芦
田
八
ケ
野
一
〇
四
五
番
地
の
宅
地
を

　
　
信
州
た
て
し
な
観
光
協
会
の
拠
点
に
。

産
業
振
興
課
長
　
事
務
所
の
場
所
等
に
つ

い
て
は
、
信
州
た
て
し
な
観
光
協
会
で
適

切
に
判
断
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。
当
該

地
に
つ
い
て
は
以
前
の
答
弁
の
と
お
り
、

観
光
地
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
活
用
が
で

き
れ
ば
良
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
Ａ
Ｉ
と
い
う
技
術
が
現
れ
た
が
、
求

　
　
め
る
未
来
の
職
員
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
。

副
町
長
　
求
め
る
未
来
の
職
員
像
は
、
第

一
に
「
住
民
に
寄
り
添
い
、
共
に
地
域
課

題
を
解
決
で
き
る
職
員
」
第
二
に
「
前
例

に
と
ら
わ
れ
ず
、
変
革
に
挑
戦
す
る
職

員
」
第
三
に
「
コ
ス
ト
意
識
と
経
営
感
覚

を
持
っ
た
職
員
」
と
考
え
る
。

　
　
県
主
催
の
次
世
代
多
目
的
コ
ホ
ー
ト

　
　
研
究
健
康
づ
く
り
地
域
講
演
会
に
職

員
は
参
加
し
た
か
。
ま
た
認
知
症
予
防
に

つ
い
て
町
独
自
の
ル
ー
ル
は
あ
る
か
。

町
民
課
長
　
限
ら
れ
た
人
員
で
業
務
を
遂

行
し
て
お
り
、
全
て
に
出
席
で
き
る
わ
け

で
は
な
い
。
認
知
症
予
防
に
つ
い
て
は
相

談
対
応
、
普
及
啓
発
、
支
援
体
制
の
構
築

に
努
め
て
い
る
が
独
自
の
取
り
組
み
は
な

い
。

　
　
両
角
町
長
、
三
期
目
の
続
投
は
。

町
長
　
与
え
ら
れ
た
任
期
を
最
後
ま
で
責

任
を
も
っ
て
全
う
す
る
の
み
で
あ
る
。

　
　
権
現
山
体
育
館
の
ス
テ
ー
ジ
上
の
落

　
　
下
事
故
の
原
因
に
つ
い
て
。

教
育
長
　
何
度
と
な
く
質
問
を
受
け
、
都

度
、
正
確
な
事
象
を
答
弁
し
て
い
る
の
で

了
知
願
い
た
い
。

　
　
中
原
宮
前
地
域
の
未
舗
装
箇
所
（
児

　
　
童
等
が
通
学
に
歩
行
）
の
解
消
に
尽

力
い
た
だ
け
な
い
か
。

教
育
長
　
12
月
定
例
議
会
で
担
当
課
長
か

ら
答
弁
し
た
と
お
り
。

　
　
た
て
し
な
保
育
園
か
ら
中
学
校
西
側

　
　
ま
で
の
横
断
歩
道
と
道
路
の
補
修

を
。

教
育
長
　
安
心
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

県
に
は
必
要
な
対
応
を
要
請
し
て
お
り
、

今
後
も
同
様
に
行
っ
て
い
く
。

　
　
令
和
８
年
度
の
保
育
園
長
の
人
事
は

　
　
現
状
の
ま
ま
か
。

教
育
長
　
質
問
に
は
答
え
ら
れ
な
い
。

一 般 質 問　　　　質問者による要約

宮坂　 幸夫
みやさ か　 ゆき お

今井　 健児
いまい　 　けんじ

高
校
生
等
就
学
支
援
の
考
え
方
に

つ
い
て
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委

員

長
　
　
秦

野

仁

美

副
委
員
長
　
　
小
野
沢
常
裕

委
　
　
員
　
　
榎

本

真

弓

村

田

桂

子

芝

間

教

男

今

井

健

児

広
報
広
聴
委
員
会

　
　
春
も
や
や

　
　
け
し
き
と
と
の
ふ

　
　
月
と
梅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
芭
蕉

　
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
頃
と
な
り

ま
し
た
。

　
三
月
定
例
会
で
は
、
新
年
度
予

算
を
は
じ
め
町
の
未
来
に
関
わ
る

様
々
な
課
題
に
つ
い
て
審
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
議
会
だ
よ
り
が
、

町
政
や
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
頂

く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で

す
。
新
し
い
年
度
が
、
皆
様
に
と

っ
て
穏
や
か
な
実
り
あ
る
一
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
秦
野
仁
美

○
今
後
と
も
「
議
会
だ
よ
り
」
を

　
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。

　 全議員で構成さ れる当委員会では、 令和７ 年６ 月 24 日に第１ 回の会議を開

催し て以来、 令和８ 年２ 月 24 日の第９ 回まで会議を重ねまし た。

　 主な協議内容は、 適正な議員定数と 議員報酬、 政務活動費について、 議会

によ る 提案力の向上について、 議員活動や広報広聴機能を充実さ せる こ と に

ついて、 行政主催の委員会・ 検討会など への議員参画の必要性について、 常

任委員会の代表質問について、 議会Ｉ Ｃ Ｔ 導入について、 議会基本条例につ

いて、 予算特別委員会の常設について、 本会議における 質疑の通告制についてなど です。 現時点

において、 議員定数についての各議員の意見は、「 現状維持の定数 12」 が９ 名、「 定数 11」 が１ 名、

「 定数 10」 が２ 名でし た。 議員報酬については、「 現状で良い」 は４ 名、「 少ない」 は８ 名です。

　 当委員会における 協議事項は多岐に渡り 、 結論が出ないま ま 協議を継続し ている も のも 多いで

す。 そのよ う な状況下での成果の一つと し て、 昨年 12 月３ 日、 予算編成や政策形成に向けての要

望書を町長へ提出し まし た。

　 今月以降も 原則と し て毎月１ 回の会議を開催し 、 現在の議員任期中に数々の懸案事項に道筋を

つける べく 、 議会全体で取り 組んで参り ます。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 議会改革特別委員長　 村松　 浩喜

　 ２ ページ３ 段目

　 （ 誤） 大谷町　

　 （ 正） 大台町

　 ６ ページ２ 段目

　 （ 誤） 令和６ 年９ 月の落雷

　

　 （ 正） 令和７ 年９ 月の落雷
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議会活動について「 ご意見・ ご要望」 をお聞かせく ださ い。

議会改革

特別委員会

◎議会だよ り 188号の訂正と お詫び ◇中央公民館等

　 　  建設研究会を発足

今後の進捗状況に

　 　 　 つき ま し ては、

　 議会だよ り で

　 　 お知ら せし ま す。
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